
Morion

[主な原産国]　中国　ブラジル　ロシア　
                         イギリス　チベット
[成分] SiO2

[硬度]  7

モリオンは和名「黒水晶」という名の通り、黒色の水晶です。

石名の由来はギリシャ語で“黒い種”を意味する“Morion”で、イギリス・スコットランドの
ケアンゴーム山地で最初に発見されたことから“ケアンゴーム”と呼ばれることもあります。

水晶に含まれるアルミニウムと周囲の放射性物質が化学反応を起こし、長い年月を経て

黒色に変化すると言われています。

スモーキークォーツ（煙水晶）とモリオンは区別がつけにくく、モリオンは光を通さない

くらい黒いものを指しますが、実際は水晶が変化したので透明感があるものもあります。

明るめの茶褐色のものはスモーキークォーツ、褐色から黒褐色のものはケアンゴーム、

そして完全に光を通さない黒色のものがモリオンと呼ばれて区別されてきました。

産出量・流通が少なかった事もあり鉱物的な定義が曖昧なのが現状です。

古くからモリオンは、邪気払い・魔除けのお守りとして用いられていたと言われています。

浄化に適しているので、自分にとって居心地の悪い場所や空間などにこの石を置くことで、

安心感を得られるでしょう。

持ち主の迷いや後悔など、進む未来に足かせとなるマイナスの感情を浄化させ、

手放すべき物事の見極めに役立ちます。

余計なプレッシャーに惑わされることなく、目標に前向きに挑んでいく力を与えてくれると

言われています。

・特にありません。

[モリオン (ケアンゴーム）] (黒水晶）


